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要 旨   

言語学習において、その背景にある文化要因を背景的に教育することにより、より  

効果的な言語運用が可能になると考えられる。本稿では、日本語初級学習者が言語習  

得をする上での効果的な異文化理解教育について考察する。異文化理解プログラムは、  

筑波大学留学生センターで実施されているもので、学習者が日本語を習得するための  

必要な文化教育を日本言吾教育に組み入れることをねらいとしたものである。今回で三  

回目の実施となるが、今匝＝ま、初級学習項目にあわせた文化要因を選び出し、それら  

を理解するのに必要と思われる文化背景のコンセプト理解に焦点をあてた。プログラ  

ムの前半は日本文化のコンセプト理解、後半はそれを理解した上で可能になる効果的  

な言語運用を話し合う機会にした。また、これと同時に異文化環境下で必要となる異  

文化理解教育の指導も行った。  

【キーワード】 異文化理解プログラム 文化要因 言語連用   
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1．はじめに   

学習者の日本語習得の過程において日本語のもつ様々な文化的要因を無視することはできない。  

文化と言語には深い相関関係があり、その関係の仕組みが解明されれば、学習者に日本語習得の指  

針をある程度示すことができるものと思われる。言語を習得しようとする際に、その言語が使われ  

ている環境にいる場合と、その言語文化圏の外で学習する場合とではその言語の習得速度や総合的  

に言語運用できるとい う意味での完成度はおのずと違って〈る。これは目的の言語文化圏で生活す  

ることによって、その文化を体験しながら言語を習得していくことができるからである。このよう  

に考えると、言語習得をより効果的に行わせるにはその言語文化圏の文化に関する正しい知識や認  

識が重要になって〈ることが明らかになる。学習者が体験から学ぶ文化的側面を強調した言語教育  

を行い、日本語学習過程における習得速度と完成度をより向上させ効果的に行うこと、それが筆者  

が本研究で第一の目標とするものである。   

そのため筑波大学留学生センターでは、1994年秋期の試行を経て、1995年春期よりコミュニケー  

ション過程を重視した異文化理解プログラムを日本語教育の一貫として初級レベルの授業に取り入  

れており、今回（96年春期）で三回目の実施となる。このプログラムは、学習者が日本語を習得す  

るために必要な文化教育を日本語教育に組み入れることをねらいとしたものであり、そのために、  

1）自己、及び自己の中での日本語の位置づけを認識し、その上で、2）日本の文化や思想を理解し  

効果的な言語運用ができるようになることを目的としている1。  

2．95年度春期、秋期の反省と今回のプログラムの方針   

95年の春期、秋期のプログラムでは、異文化理解のためのステップを重視し、まず学習者の自己  

のアイデンティティの確立を行い、それに引き続いて実生活でぶつかる様々な問題や疑問を学生に  

提起させ、クラスで話し合いながらそれらの解決方法や考え方などを探っていった。日本文化や日  

本語の使い方について理解し、白文化と日本文化の遠いを自分で理解、認識させながら、最終的な  

目標として異文化をもつ人や異なった状況に対して柔軟、及び適切な対応ができるためにはどのよ  

うなことが必要なのかを学習者と共に考え、それらに必要な言語使用があればその説明も行っだ2。   

しかし、この二回のプログラムでとったステップは、異文化理解という側面では効果のあるもの  

であったが、言語習得に直接結びつく段階に至る前に終わってしまった。本プログラムは本来、異  

文化理解プロセスを経た学習者に日本語のもつ文化的特性を効果的に理解してもらい、日本語習得  

過程のスピードアップと完成度を高めるための支援を行うためのものであって、必ずしも異文化理  

解そのものにフォーカスを向けるものではなかった。日本語教育においては、異文化理解に加えて、  

言語運用に焦点をあてた文化と言語の相対的関係に基づいた言語側面の教育を進めていくことが必  

要だと思われた。   

このような反省から、今回のプログラムは、前二回のプログラムで得た学生の異文化適応過程、  

異文化環境でぶつかる間老、日本語習得時に抱く疑問などのデータをもとに、言語習得に直接役立  

一156－   



つ側面にフォーカスをあて、学習者がより効果的な言語運用が行えるよう日本語の文化的特性の概  

念を作ってい〈ことに、より多くの時間をかけるプログラムの内容に変更した。  

2．1 概念の抽出方法   

学習者の異文化適応過程を見てみると、学習者によって差はあるものの、来日後約一ケ月ほどで  

生活が落ちついてくるようである。また、わりに早い時期から、日本人との人間関係、共同生活の  

在り方などに目を向け始めることが分かった。この「人間関係」はどの文化圏でもそうであろうが、  

日本においても多くの学習者が最初、困難や疑問を感じるようである。その上、日本語には人間関  

係を理解した上で使う言語表現が多く存在する。SFJ（SituationalFunctionalJapanese）i3で扱っ  

ている学習項目では、「敬語」「代名詞（わたし、あなた、うち（の））」「受給表現（Vもらう／V  

あげる／Vくれる）」などがあげられる。また、コミュニケーション時におこる非言語行動が不明  

瞭だったり、最後まで言わない技法「ちょっと…」「－けど‥ノ～が．．．」などは学習者によって  

は歯切れの悪い表現に聞こえ、使いにくいといった意見もあった。   

ここで議論となるのは、これらの言語運用を効果的に行うようにするためにはどのような文化背  

景ないし文化概念を理解させればいいかということである。   

日本語に限らず大体の言語は、複雑な生活環境、歴史、風土、嗜好、思想、宗教など集団が共有  

する様々な要因によって変化し発展を遂げてきたものである。言い方を換えれば、日本人には日本  

人の生活環境、歴史、風土、嗜好、思想、宗教などの中から生み出してきた風土的、歴史的、習慣  

的な法則性があり、その法則性は日本語の形成に重要な意味を持っているということである14）。そ  

してそれらの法則性は日本人のもつ様々な価値観と結びついていると考えられる。これら「集団が  

共有する様々な要因」「法則性」「言語」「価値観」の四つの関係を図に示すと以下のようになる。  

図1「集団が共有する様々な要因」と「法則性」と「言語」と「価値欄」の関係  
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筆者がいう言語運用を効果的に行うために必要な概念の理解というのほ、この「法則性」つまり  

国中の斜線の部分の理解である。例えば、相手と争わず、相手に合わせることがよいとされ、周囲  

の人間と調和して生きること、そのために、相手にしてもらった、してあげた、相手がしてくれた  

といった意識を常に持つ（5〉ことが「日本的価値観」であり、この日本的価値観に結びつく法則は「集  

団内での和」という思想もしくは概念であり、それを表現するために「Ⅴあげる、Ⅴもらう、Ⅴ〈  

れる」という言語表現が使われるのである。   

一般的な日本語教育の数量では言語表現や文型を集中的に学習するが、それだけでは、それがど  

のような思想に基づいて日本人の価値観を示しているのか充分には理解できず、いつ、どういった  

状況で、どのように、だれに使えばいいのかは本当の意味ではわからないということになる。つま  

り、適切な言語運用が難しいということになるだろう。従って、それぞれの言語表現を運用する法  

則性を文化的特性として、その象徴的表現と系統立てて敢えていく必要があると考えるのである。   

日本語ないし日本文化にはこのような特性がある、と断定することはできない。一つの特性があ  

れば、それに相対する別の特性もあるだろう。それは全く否定できないものであるし、筆者自身そ  

のような断走によってステレオタイプ化するような異文化教育を行うつもりはない。それをしない  

ためには文化解説のみを行い一方的に概念を押しつけるのではなく、学習者の生活の中に見られる  

ような実例と結びつけ、学習者が身近なものとして判断できる環境で白文化と日本文化の相違を理  

解できるような異文化理解の学習方法を工夫していく必要があると思われる。  

3．96年春期プログラムの目的および概要   

96年春期プログラムでは、学習者によって示された言語運用が難しいとされる日本語的表現「敬  

語・スピーチレベル」「受給関係の表現」などを最終的に言語運用できることを目標とし、それら  

を方向づける法則性やそれらの根底にある「人間関係の距離」と「物事を表現する視点」を理解す  

る概念づくりから始めた。学生の異文化理解過程など、本プログラムと兼ね合わせて考えていかな  

ければならないものも発見されたが、本稿ではプログラムの内容に焦点を絞って論じていきたと思  

う。  

3．1 対象者   

留学生センターでは、96年春期には、予備教育には国費留学生24人を受け入れた。予備教育では、  

APテストにより、4クラスに分けて指導しているが、プログラムの対象となったのは、このうち  

の既習者クラスを除く3クラス、計19人である。予備教育ではSFJ（SituationalFunctional  

Japanese）を教材として指導している。   

この19人の学生は、7人が自国で数カ月日本語学習して来日しており、12人は来日前の日本語学  

習歴はない。出身国は、メキシコから4人、コスタリカ、アルゼンチン、タイ、ミャンマー、イン  

ドネシア、フィリピン、カンボジア、バングラディッシュ、モンゴル、ブラジル、ブルガリア、スー  
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ダン、ケニア、パナマ、カナダからそれぞれ1人と多岐に渡っている。  

3．2 期間   

96年春期の予備教育コースは、4月から9月まで、夏休み3週間を除いた20週間、過5日、1日  

4コマ（1コマ：75分）授業が行われた。   

異文化理解プログラムは、過1コマ、3クラス別々に14回、木曜日もしくは金曜日に行った。プ  

ログラムは予備教育コースが始まって一週間後に開始したが、回数が減っているのは、テストなど  

の理由でプログラムが行われなかったためである。また、週の後半に設定したのは、前回プログラ  

ムを受けた学生から、リラックスして何でも言えるようになれるのは金曜日だから、金曜日に行う  

のが理想的という意見が多く出されたからである。  

3．3使用言語   

前回2回に引き続き使用言語は英語とした。これは日本語を習得することが目的でないことも理  

由の一つではあるが、それよりも、まだ充分に表現できるだけの日本語力がない段階でこのような  

プログラムを日本語ですることは、かえってストレスになる可能性があるからである。どちらかが、  

言語的に優位に立つとそちら側が力を持つという結果にもなりかねないことから、共通言語の英語  

を選ぶことは必要であろうと判断した。  

3．4 プログラム♯成  

プ ロ グ ラ ム 内 容   
第1回  プログラムの目的：文化とは何か   

セルフ・アイデンティティの確立：自分の名前の由来について紹介してお互いをよく  

第2回  知る  
自分の国について話す   

第3回  ビデオ：「日本と自然」   

第4回  ビデオ：・「日本の年中行事」   

第5回  日本の共同組織を形成したもの：「ムラ」意識   

第6回  集団意識：和、内／外、個人と集団   

第7回  非言語：アイコンタクト、時間、距離感   

第8回  文化と言語の関係：文化を勉強する意味   

第9回   
表現（1）日本の言い方の特徴：あいづち／ちょっと／けど．‥  

「間」のとり方と日本人の「間」の感覚   

第10回   
表現（2）代名詞の使い方：あなた／わたし  

相対関係を表す表現：うちの／おたくの   

第11回   
表現（3）視点の捉え方：－ていく・－てくる  

受給表現－してもらう・－してくれる・－してあげる   

第12回  表現（4）「親密度」と「尊敬度」（人間関係の距離）と「場」の関係：敬語   

第13回   
表現（5）物事を決めるときの言語表現の効果  

集団で物事を決定する過程の一技法：根回し   

第14回  反省会   
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3．5 プログラム内容  

第1回 プログラムの目的・「文化とは何か」のディスカッション   

「文化プログラム」で何をするかということは、学生によってそれぞれの期待が違うので、本プ  

ログラムの目的とどういった文化概念を取り扱うのかといった共通認識を得ることは大切である。  

「文化」とか「言語」とは何かということに対して全く考えたことのない学生から国でも論議を重  

ねてきたという学生まで、様々な背景の学生が混ざっているので教師が各学生とそのクラスについ  

て把握する意味でもディスカッションを行った。  

第2回 セルフ・アイデンティティの確立：自分の名前の由来について紹介する   

これは、自分のことを他の人に紹介すると同時に自分のことを振り振り返る機会となる。お互い  

の名前の由来を知ったことで、これから、様々な事象を共有していく仲間意識を作っていくのに効  

果があったようである。   

学生は、名前の付け方をひとつとっても違う国でも共通点があったり、全く違う価値観で名前を  

つけたりするのだと、身近なことで発見があったようだ。これを突破口として、お互いの国につい  

ての紹介が自然と始まった。クラスの中でも異文化の状態にあり、そこからも学ぶことが多いこと  

を発見する意味のあるクラスであった。  

第3回 「日本と自然（ビデオ）」   

学生は来日5過日で、日本の生活も落ちついてきたころである。また、個人差はあるだろうが、  

まわりのことにも目を向ける余裕が出てくるころで、日本について強い興味を示す時期でもある。   

日本について知りたいという気持ちを大切にするためにも、大きな視野から日本文化をとらえた  

ビデオを見せる。今後の概念づくりに結びつくように新日鉄作成の「日本人と自然」を教材として  

選んだ。学生は人間が自然に対して感じるものは万国共通だと思っていたものが、日本人の自然に  

対する感じ方は自分たちのそれとほ違うことを発見したり、それがどのように生活にかかわってい  

るのかということを知る上で視覚教材は効果的である。  

第4回 「日本の年中行事（ビデオ）」と「神道と仏教」   

先週の自然に対する考え方が具体的にどのように生活にとけ込んでいるのかを行事を通して学  

ぶ。また、神道と仏教を表面的ではあるがとりあげた理由としては、多くの学生が宗教に対して強  

い関心を持つからである。多くの学生は日本人が何を信ずるかという視点から日本人を理解しよう  

とするのである。日本人の宗教観、神仏合体などの考え方は多くの学生を驚かせるようである。  

第5回 日本の共同組織を形成したもの：「ムラ」   

村意識の発展を話すとある学生は共通性を見いだし、ある学生は全く理解ができない、というよ  
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うに学生によってだいぶ理解に差があるようである。ムラの概念は農耕文明の特有のものであり、  

出身国によって受け取り方が違うのは興味深い。血縁関係の進行など家族意識の強まりは村を一つ  

の群れとして確立し、ウチとソトの共有、非共有の考え方が習慣化したことに学生が理解を示せる  

かどうかはその出身文明やセルフ・アイデンティティの確立などの要因によるところが大きい。  

第6国 共同組織に影響された日本人の意識：集団意識  

・「和」  

・グループの一員として期待されるもの  

・役割「らしさ」  

・Selトidentityと集団との関係  

・ウチ：ソト：ヨソ   

ほとんどの学生が日本人は個人主義ではなく集団意識の強い民族だということは知っているよう  

である。ここでは、できるだけ学生の身の回りの事象から例を出して身近のものとして考えさせる  

ようにした。多くの学生が自分はまだ「よそ者」として扱われていると感じており、どうしたら日  

本人、または日本社会に受け入れてもらえるのか、外国人としての自分に期待されていることなど  

が大きな関心事となっている。  

第7回 非言語と言語活動：非言語の重要性を考える  

・アイコンタクト  

・立つ距離  

・時間の使い方   

日本人の非言語行動は、アジア文化圏のほとんどの学生には特に違和感はないらしい。しかし、  

多くの研究でも指摘されているように、ヨーロッパ文化臥 アフリカ文化圏、スペイン文化園の学  

生は、ほとんど目をあわせないアイコンタクト、距離をおいて立つこと、時間の感覚の違いなど、  

日本人の非言語行動に大きな違いととまどいを感じている。そして、「恥ずかしがF）や」「目をあわ  

せないのは何かを隠しているから」「融通がきかない」「他人に対して距離をおく」などとマイナス  

のイメージを持つ学生が多い。   

アジア文化圏の学生は日本人と自分との非言語行動の違いを知るよりも、自分たちとこれらの文  

化圏の学生との違いを知る機会でもあった。  

第8回 文化と言語の関係二文化を勉強する意味  

・言語運用の認知過程  

・日本語を効果的に運用するために必要なもの   

次週から表現とその文化背景を考える授業に入るので、今までの文化理解がどのように言語表現  
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に影響するか、整理しておいた。  

第9回 表現（1）日本人の言い方の特徴  

・あいづち  

・finishingup「けど…」「から…」  

・1eavingunsaid「どうも」「ちょっと」   

すでにSFJ（SituationalFunctionaりapanese）で学習していることであるが、それがどういった  

意味を持つのかを話し合う。文化圏によっては相手が話している途中に「あいづち」を打つことは  

相手の意見を聞いていないことになりタブーであったり、日本人の多すぎる「あいづち」によって  

話す意欲がなくなってしまう、という意見が多く出された。自分が話しにくいので相手に対して「あ  

いづち」を打とうとは思わない、という学生もいた。また、文章をきちんと最後まで完成させない  

ことは、自分の言っそいることに責任をもたないということなのか、という疑問も出された。日本  

語の会話のテンポ、すなわち「間」の取り方や、話し手と聞き手が会話を作り上げていくという新  

しい概念は理解できるものの、使いこなすにはまだ時間がかかりそうである。  

第10回 表現（2）  

・代名詞の使い方：文中に表れない「わたし」「あなた」  

・相対関係を表す「うちの」「おたくの」   

日本語の特徴のひとつに代名詞を使わないでも済むということがあげられるが、学習者は母語の  

影響から「私は～」「あなたは～」と人称代名詞を使うことがある。しかし、背景にある文化要因  

を理解することはそう難しいものではないことと、SFJで初期段階から代名詞が使われていないこ  

とに慣れているので言語運用にも特に目立った不自然さはなかった。   

「うちの”」「おたくの－」ということばは個人と集団の両方を示し、自分と相手を個人として  

区別するというよりは集団の区別を行っているのだが、これを説明すると学生は指導教官が「うち  

の00です」といって紹介してくれたら自分は研究室の一員として受け入れられたと思っていいの  

ですね、と自分たちの置かれている状況と照らし合わせて理解するようである。一方、自分たちが  

日本で属していると実感できる集団はまだなく、「うちの～」を使える状況にはないという意見が  

多かった。  

第11回 表現（3）  

・視点の捉え方：－ていく・～てくる  

受給表現「やりもらい」表現   

事象を表現するには「話し手の視点」も考慮しかナればならないことを意識させる。  

「～ていく・～てくる」は動詞に付き、話し手の立場や視点・位置などから言葉を使い分けを行っ  
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ているt引ということを例をあげながら考えさせる。初級の段階では、まず事象をどのように捉える  

かが表現にも影響することに気付かせ、母語の影響の有無を意識して言語使用させることが必要で  

あろう。   

また、初級日本語学習者が話す日本語が不自然な原因の一つに「やりもらい」表現があまり使わ  

れないことがあげられる。これは客観的内容を、したりされたりする人間関係、つまり内の関係か  

外の関係かを話し手が判断して言葉を使い分けたり、あるいは使うことの是非まで決めなければな  

らない複雑な作業であって、学生はまだこのような待遇表現を理解して運用できるまでには至って  

いない。しかし、背景となる文化要因を知ることは、今後意識してそれらをさぐり言語使用に結び  

つけることができるようになる第一歩だと思われる。  

第12回 表現（4）  

・敬語を使う意味  

・敬語を使うときに必要な人間的距離を理解する：「尊敬度」軸と「親密度」軸の関係と「場」に  

よって使い分けられる表現方法。  

・やりもらい：だれと同グループになって話しているのか。   

敬語は動詞の形が変わる難しさに加えて、人間に上下をつけたり、「距離」をおくことへの抵抗  

感などが混ざり合って学生はなかなか敬語を上手に使うことができない。学生の多くに、目上や立  

場の上の人には敬語を使い、自分より立場が下の人には使わないことを基準にして敬語の使い分け  

をしているケースが見られる。一般の文法の授業では、時間に制限があることなどから、例えば、  

先生、友だち、子供というように区別して使い方の練習を終えてしまうことが多いのではないだろ  

うか。   

しかし、言語運用に必要なのはこれに加えてその「場」に適した敬語を使用しなければならない。  

また、同じ相手でも相対関係は「場」によって影響され、「ウチ・ソト」、「和」の概念、日本人の「距  

離に対する意識」など複雑に影響しあっていることなどを理解しなければ効果的には使えないので  

ある。このように考えると、日本の社会構造を時間をかけて理解して初めて敬語が運用できるよう  

になるということになる。   

アジア文化国の学生は使い方はめんどくさいものの、敬語は母国語にもあるので使うのに抵抗は  

ないという者が多い。しかし、ほとんどの初級日本語学習者は日本語で一番難しいのは「敬語」で  

あると言う。使いたくないけど、敬語が適切に使えなければ日本人、特に指導教官とスムーズなコ  

ミュニケーションがとれないと思っており、ここに彼らのジレンマがあるようだ。   

また、指導教官と二人で会っているときは敬語を使わな〈てもいいと言って親しくしてくれるの  

に、他人がいたり場が違うと態度が違ったり、言語使用が違ったりするので教授の本心が分からな  

い、今まで築いてきた教授との関係はなんだったのかと思う、といった意見も出され、「日本人は  

わからない」という排他的な結論に至ってしまう学生もいる。  
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しかし、これは「人間関係」とあわせてその「場」との関係が理解できれば解決できることであ  

る。ここでは、こういったジレンマを取り除くために日本で「敬語」を使う意味や使われ方などを  

説明することでまずは敬語を使うことへの抵抗をなくすことを目標とした。  

「敬語」をこの時期に話し合う意図は、言語使用の他に異文化理解にもある。学生は来日して5ヶ  

月になっており、異文化適応過程で見て、自分の価値観と日本の価値観が違うことが分かり、特に  

人間関係などでそれをどうしたらいいか葛藤し、悩んでいる時期である。この時期の学生と深く話  

し合うことにより、より効果的な指導が行うことができると思われる。  

第13回 表現（5）表現の総合的な使い方  

・相手の言いたいことを察しながら話を進める言語使用の役割  

・集団での意思決定過程の一技法：根回し   

会社で物事を決定するというシュミレーションを行う。部分的に日本語を使用しながら  

日本的「根回し」の概念も学ぶ。コミュニケーションは単発的なものでなく、必ず流れというもの  

があるので、その一例として練習する。学生が実際に遭遇する場面は限りないであろうが、それぞ  

れに適切な言語運用と態度で対応することが大切だ、ということは理解してもらえたように思う。  

4．アンケート弔査集計分析   

異文化理解プログラムのアンケート調査をプログラム終了時に行った。まだ、データは少なく、  

文化軌こよるデータのばらつきはあるものの、傾向は若干ながら表れている。今後順次データの更  

新を行ってい〈が、とりあえずここで経過分析を試みる。  

4．1 データ詳細   

アンケート分析は回収できた17人の結果を対象とする。学生の年齢は23歳から34歳までである。  

出身文化圏は下記の通りである。   

スペイン文化圏 ：7人   

ポルトガル文化圏 ：1人   

アフリカ文化圏 ：2人   

東南アジア文化圏 ：4人   

南アジア文化圏 ：1人   

極東アジア文化園：1人   

北米文化圏  ：1人  

4．2 初級日本語教育における文化教育の評価について   

初級日本語教育における異文化理解プログラム全体の評価については出身文化圏の違いが若干表  
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れた。評価は5段階で、5の方向がi－i定的、1の方向が否定的である。  

図1 異文化教育に対する評価  

設問Sl：ltisgoodtohaveCultureprogT・anlinElementaryJapancse（lass．  

S2：CulturcprogramisnecessaryforstudyingJapaneselan9TLage．  

S3：1tisbettertoconcentrateonlyJapaneselarLgllageelass．   

設問の（Sl）と（S3）の結果からは、全般的に初級日本語教育に異文化理解プログラムを取り  

入れることに肯定的だということがわかったが、出身文化関別にみるとヨーロッパ文化圏の学生に  

より異文化教育への要望が見られた。設問（S2）の「文化プログラムは日本語を勉強する上で必  

要だと思うか」の質問には、意見のばらつきがみられた。これは、実際にその日本語を使われる場  

面に遭遇した群験があまりなく、その必要作をまだ感じていないためだと思われる。これに関して  

は、追跡凋奔を行い、言語運用に必要な文化理解についての認識の変化を調べる必要があるだろう。  

4．3 異文化理解プログラムの成果に対する評価について   

異文化理解プログラムの成果、つまり授業を通じて得た精神的な自伝や知識に対する評価には出  

身文化圏によって大きなばらつきが見られた。特に、東南アジア文化圏Ⅲ身の学生の間にはプログ  

ラムを通じて得た知識や精神的な自信といったものの認識が・一般に希薄であったが、これは彼らの  

rJl身文化圏の民族的文化的意識が日本のそれに比較的類似していて（農耕文明・宗教思想など）、  

異文化間の差違の認識にあまり至らなかったということが考えられる。その結果、下記のグラフで  

は成果に対する評価において結果がばらついた。  
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図2 異文化理解プログラムの成果に対する評価  

設問Sl：rve become to understafld howJaparleSe Cu］turalbackground cffectslanguage  

e二くpreSSions．  

S2：IamconfiderlttOSPeakJaparLeSelarlguageinrealsjtuations．  

S3：It becameeasierformetospeakJapaneselanguagewithknow）edgeinJapaneseculture．  

S4：Ⅰ’ve beeomeinterestedin thinking aboIJt Ct）1ture backgrollnd whenIspeakinJapanese  

language．   

設問の（Sl）において、日本文化が日本語そのものに与えている影響について聞いているが、  

全般的に学生の評価は高く、日本の文化とその言語である日本語の関係の探さについてよい理解は  

得られたようである。   

設問の（S2）で、「自信をもって日本語を話すことができるか」という質問に関しては、やはり  

表現の背景にある文化理解だけでは、許すことに自信を持つことはできずに、その他の文法や語彙  

の正確さ、流暢さ、慣れなどの要因も大きいということだろう。Lかし、設問の（S3）でほとん  

どが日本語の文化背景を知って日本語が話しやすくなった、と答えており、実際の言語運用に必要  

な知識は得られたと考えられるっ また、設問の（S4）で日本語の文化背景に興味を持つようになっ  

たことは、今後の日本語運用や日本人と効果的なコミュニケーションをとる上で大きな助けとなる  

と思われる。  
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4．4 異文化理解プログラムを通じて得た文化意識の変化に関する評価   

全般的に、出身文化圏に関わらず言語習得時における異文化教育に対する関心度は高く、日本語  

学習時の日本文化への関心度も高いように思われる。ただし、アジア文化匪＝まやはり宗教的にも社  

会経済構造的にも歴史的に日本との類似性が高く、総論ではなく各論において日本語の持つ文化的  

特性との差異を細かく評価しきれなかったためか、異文化理解プログラム全体への評価などに混乱  

があったようである。  

図3 プログラムを通して得た文化に関する評価の変化  

設問Sl：IgotinterestedinlearningmoreJapaneseculture．  

S2：I’ve become to think about erossCulture thanll】Sed to be．  

S3：I’vebecometocompareJapanesecu］ttlreWith my nativect］1tl】re．   

以上の結果により、プログラムを通して自己の再認識、異文化理解の必要性と日本文化への興味  

などが増進されたものと思われる．〕初級の段階での異文化理解は異文化での生活をスムーズにさせ  

るだけでなく、今後の日本語学習を促進する上でも重要な意味をもってくるだろう。  

5．おわりに   

プログラムに対するコメントとしては、「おもしろい」「言語プログラムの中にこのようなプログ  

ラムが組み人れられていたのは、むしろ期待していなかったことであり、驚いた」「このようなプ  

ログラムはとても意味があることだ」などプログラムを導入することに対しては全員が肯定的で  
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あった。一方、クラス運営には要望が多く、「他の学生の意見を聞くよりも先生の話を中心にして  

ほしい」「言葉で説明するよりも視覚教材を使ってほしい」「もっと日常生活についてふれてほしい」  

などの意見が出された。プログラムの内容に対しても大半の学生が肯定的だったものの、デイスカ・ア  

ションのやり方、教材の選択など、まだまだ改善しなくてはならない点も多い。   

アンケートの分析結果により、初級日本語習得時、異文化理解プログラムの導入時には出身文化  

圏による差別化は異文化の意義そのものを理解するという点において不要であるが、日本語の技術  

レベルがあがるにつれ、つまり運用する日本語の成熟度が増すにつれて、異文化理解プログラムそ  

のものも高度に分化された形で運用されるべきであろうということも分かってきた。日本語の運用  

レベルが成熟すればするほど文化的差異の分析と認識はより重要になってくるので、その場合は各  

文化圏の特性にしたがった異文化理解の教育プログラムが必要になってくるものと思われる。   

今後は、さらにさまざまな文化圏から来る学習者の異文化理解過程と言語習得過程についての  

データを集め、それぞれを理論的に分析し、効果的な言語適用のための系統だった異文化理解教育  

を日本語教育のなかに組み込んでいく可能性について考察していきたい。  

注  

（1）正宗鈴香（1996）参照  

（2）正宗鈴香（1996）参照  

（3）筑波ランゲージグループ出版の初級日本語教材で筑波大学留学生センターではvol．1－3を使   

用している。  

（4）同プログラムでは従来より言語と文化の関係についてアメリカの常学者ⅥrillimJamesの「経   

験論」に基づく考え方を展開してきた。それは、言語はそれぞれ共同体で共有される「経験」に   

よって記号化されたものの総称であるというものであるL、  

（5）荒木博之．＝973）参㈲  

（6）森田良行（i995）参照  
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